
戦後青森県の市長選挙と歴代市長 �

藤 本 一 美

＜総目次＞

序文

第一部 戦後青森市長選挙と歴代市長（『政治学の諸問題 X』〔専修大学法学

研究所，２０２０年２月〕）

第二部 戦後八戸市長選挙と歴代市長（『専修法学論集』第１３８号〔２０２０年３

月〕）

第三部 戦後弘前市長選挙と歴代市長（『専修大学社会科学研究所月報』第８６２

号〔２０２０年４月〕）

第四部 三沢市長選挙と歴代市長（『専修法学論集』第１４０号〔２０２０年１１月〕）

第五部 五所川原市長選挙と歴代市長（『専修大学社会科学年報』第１０１号〔２０２１

年３月〕）

第六部 黒石市長選挙と歴代市長（『専修法学論集』第１４１号〔２０２１年３月〕）

第七部 むつ市長選挙と歴代市長

第八部 十和田市長選挙と歴代市長

第九部 平川市長選挙と歴代市長

第十部 つがる市長選挙と歴代市長

結語

＊参考資料

第六部 黒石市長選挙と歴代市長

＜目次＞

第１章 黒石市の概要

第２章 黒石市長選挙

第３章 黒石市の歴代市長

第４章 政権交代の類型（パターン）

125



＜図＞ 黒石市の位置

出典：『ウィキペディア』

第５章 黒石市政治の特色

＊参考文献

第１章 黒石市の概要

黒石市は，十和田八幡平国立公園の北西の玄関口に位置する都市である。

歴史を振り返るなら，「黒石津軽家」が誕生したのは江戸時代前期のこと

で，弘前藩第３代藩主・津軽信義の急死により，わずか１１歳で藩主になっ

た信政の後見役に命じられたのが信義の弟津軽信英であった。１６５６年，信

英が弘前藩から５０００石を分知され，黒石初代領主となった。信英は，陣屋

を造るとともに分知以前からあった古い町並みに侍町，職人町，および商

人町を加えて，新しい町割りを実施した。これが現在の黒石市の町並み＝

「こみせ」の基本となった。１８０９年には，黒石藩（１万石）が設置され，

城下町として長い歴史を有する。

明治時代に入った１８８９年４月１日，町村制施行で南津軽郡黒石村が町制
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氏名 就任日 退任日 任期

福士永一郎 １９５４年７月２８日 １９５８年７月１６日 １期

高樋竹次郎 １９５８年７月１７日 １９７４年６月１９日 ４期

中村淳治 １９７４年７月１８日 １９８６年７月１７日 ３期

清藤三津郎 １９８６年７月１８日 １９９９年７月１７日 ３期

鳴海広道 １９９９年７月１８日 ２０１４年７月１７日 ４期

高樋憲 ２０１４年７月１８日～ ２期

歴代市長，就任日・退任日，任期

出典：『黒石市ホームページ』

を施行し，黒石町が発足。戦後の１９５４年７月１日には，南津軽郡黒石町，

中郷村，六郷村，山形村，および浅瀬石村が合併し市制施行して，現在の

黒石市となった。

黒石市域の東部は八甲田山に続く山地で，市街地は市の西端にあり，山

は櫛ヶ峯，黒森山，河川は浅瀬石川，また湖沼として虹の湖（浅瀬石川ダ

ム）がある。隣接している自治体は，青森市，平川市，藤崎町，および田

舎館村で，黒石市は農業と観光中心の都市である。８月に開催される「黒

石よされ踊り」が有名だ。

２０１５年の国勢調査で前回調査からの人口増減をみると，５．１１％減の３万

４，２８４人となり，増減率は県下４０市町村中１３位。２０２０年１月１日の推定で

は，人口は３万２，２１６人である。現在の市長は，２０１４年７月１８日に就任し

た高樋憲で二期目である。（出典：『黒石市ホームページ』）

第２章 黒石市長選挙

�１９５４年の市長選挙

黒石市は１９５４年７月１日，市町村合併で新しく発足し，同月２８日に初め

て市長選が行われた。市長選には，元県会議員で前町長の自由党・福士永

一郎，前県議で自由党・高樋竹次郎，および共産党・柴田久次郎の３名が

立候補。その結果は，福士永一郎（６６歳）が７，８０９票を獲得し，初代の黒
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石市長に選出された（１）。市町村合併の過程で問題となったのは７月１日，

黒石市の誕生に際し，発足早々から，市議会の与野党議員がことある度に

対立・紛争を繰り返し，市長選の無効や議長告発が生じたことである（２）。

上で述べたように，新しい市制の下での市長選は７月２８日に行われ，前

町長の福士永一郎が７，８０９票を獲得，次点の高樋竹次郎（７，７６３票）に４６票

の僅差で新市長に選出された。柴田久次郎は１，９４１票に留まった。投票率

の方は，激戦を反映して８６．９％を記録した（３）。

敷衍すれば，市長選の過程で大勢は，最後まで混とんとして予断を許さ

なかった。序盤戦では，高樋候補が極めて有利な態勢に立ち福士候補を圧

倒したものの，中盤戦に入り福士陣営が次第に態勢を整え，主力地盤の旧

黒石町を中心に山形地区，浅瀬川地区で有利な戦いを進め，高樋の堅陣を

錯乱させる布陣を構築。これに対して，高樋は福士の主な地盤である旧黒

石町に反撃を試みる一方，山形地区，浅瀬川地区でも福士の体制を崩し，

両陣営は，五分五分と伯仲のまま終盤戦に突入した。

両陣営は，終盤戦に入っても全力を投入して，地盤の確保と相手の切り

崩しに総力を注入。そのため，開票終了まで追いつ追われつつの激戦と

なった。しかし，午前１２時近くになり，わずかに４６票差で福士永一郎の当

選が確定した（４）。第２開票所（黒石公民館）には３００人の住民が押しか

け，４時間に及ぶ開票作業となり，山形地区が天王山といわれたものの，

最後は旧黒石町の開票で決着がついた。

初代の市長に当選した福士永一郎は，当選の喜びと今後の課題を，次の

ように語った。

「僅差で当選しましたがその差が小さいだけ，喜びにたえない。私の応援者が努力

した結果であるので，まったく感慨無量であります。今後市長としては五ヶ年計画

と云う金科玉条があるので，それに副って全力を傾注する覚悟です。五ヵ年計画に

ついては立案経緯もよく知っているので勇敢にこれを貫いて行く，４万市民の良識

を信じ青森県の産業の先進地域，文化の先進地帯として興隆せしめたい」（５）。
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投票区 福士 高樋 柴田 無効（白票）

１区 １，７３３ １，７２０ ２５９ ２０（９）

２区 ３，１５６ ２，７３６ ７８７ １５（４）

３区 ２，９２０ ３，３０７ ８９５ ３１（５）

計 ７，８０９ ７，２６３ １，９４１ ６６

＜図表�＞ 市長選での各地域の投票状況

出典：『みなみ新報』１９５９年７月３０日。

『東奥日報』は「社説：初代黒石市長に望む」の中で，福士市長に対し

て次のような注文をつけた。

「農業と観光，これが黒石市の大きな特色であるが，市となった以上，都市計画や

清掃事業などの都市行政などに意を用いなければいけないことはいうまでもない。

・・・さきにも述べたように新市の建設には幾多の問題が山積しているので，最善

の努力を尽して青森，弘前，八戸市の既成市にはみられない特色ある都市を建設す

るよう望んでやまない」（６）。

『陸奥新報』もまた「社説：黒石市長決る」の中で，今回の市長選の問

題点について，次のように苦言を呈した。

「このたびの選挙は，候補者３人によって勝敗をあらそわれたのであるが，いわゆ

る選挙の初期において，われわれは新市成立後の初代市長選挙だから，３候補者間

でよく話し合いをおこなって，それにふさわしいような公明選挙，きれいな選挙を

おこなって，新市の前途を明るいものとされるよう希望したがその後３候補者のう

ごきをみると，そうした希望を裏切るようなことばかりが多く，ことにだんだんと

選挙期日にちかづくにつれてとくに保守系候補者の運動方法や手順には，ずいぶん

とひんしゅくするようなことが実行されたようである」（７）。

『陸奥新報』の社説が述べたように，もし，そのような指摘が事実だと

すれば，まことに遺憾なことであり，今後は公明正大な選挙を望みたい。
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≪注≫

（１）『東奥日報』１９５４年７月２９日，「初代黒石市長の決まる夜」『みなみ新報』１９５４

年７月３０日。

（２）藤本一美『戦後青森県政治史 １９４５年～２０１５年』〔志學社，２０１６年〕，６７頁。

（３）『東奥日報』１９５４年７月２９日，市長選の結果について，高樋側から黒石市選管

に当選無効の異議申し立てがなされた。しかし，市選管は却下，県選管へ提訴さ

れ，県選管は高樋の当選と裁可し，高裁に持ち込まれたが，最終的に福士の当選

が確定した（『東奥年鑑 昭和３４年版』〔東奥日報社，１９５８年〕，４６頁）。

黒石市初期の市長選の背景については，高橋興『津軽選挙―地方政治における

権力の構造』〔北の街社，１９８７年〕，７～６１頁に詳しい。

（４）「初代黒石市長決定す―福士氏当選４６票の差」『陸奥新報』１９５４年７月２９日，開

票の経緯については，『みなみ新報』１９５４年７月３０日を参照。

（５）「５ヶ年計画に全力―福士永一郎氏語る」『みなみ新報』１９５４年７月３０日。

（６）「社説：初代黒石市に望む」『東奥日報』１９５４年７月２９日。

（７）「社説：黒石市長決る」『陸奥新報』１９５４年７月２９日。

�１９５８年の市長選挙

任期満了に伴う市長選は１９５８年７月１日に行われ，３人が出馬した。そ

の結果は，自民党推薦で新人の高樋竹次郎（５５歳）が９，４４１票を獲得し（１），

無所属で現職の福士永一郎・市長（７，６１８票）および無所属で新人の伊藤

正（４，２４１票）を破って当選した。これで，町長二期，市長一期にわたっ

て黒石を牛耳ってきた福士体制に代わり，「高樋新体制」が発足すること

になった（２）。

投票率は，前回の１９５４年の８６．９％を６ポイントも上回り９２．６８％に達し

た。市長選では県下で驚異的な高さであって，選挙戦の激しさと有権者の

関心の高さを物語っていた（３）。

今回の市長選では，開票が始まる頃に，参観者がぞくぞくと詰めかけて，

開票所の公民館に住民が溢れる異常な興奮状態となった。このため，県警

本部と黒石署では，開票の警備体制を強化するため，県警本部から係員を

派遣し，また黒石署では，署員３個分隊を署内に待機させて非常事態に備

えた（４）。
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敷衍すると，市長選は７月１日に行われた。開票の結果は，自民党新人

の高樋竹次郎が現市長の福士永一郎と新人の伊藤正を下して，新しい市長

に選出された。高樋候補は，起伏４年，ついに前回の市長選の雪辱を果た

したわけである。

高樋の勝因としては，�三和（精一）衆院議員を中心とする応援体制が

しっかりしていたこと，�前回の惜敗（４６票差）に対する同情があったこ

とで落選期間中，市長選の準備一本ヤリで進んだこと，�伊藤の出馬に

よって対抗馬の福士が食われたこと，などが挙げられる。

一方，福士の敗因としては，応援が竹内，楠美，および木村・衆院議員

の連合軍であり，高樋のように足並みがそろわなかった。それが最大の弱

点であった。既述のように，投票率は９２．６８％と異常に高く，市長選挙へ

の“関心度”の強さがうかがわれた。選挙戦をふり返っていえることは，

市民を二分した高樋および福士両候補の根強い“組織”と，これの切り崩

しに失敗した革新系組織の力の限界が明確に示されたことだ（５）。

高樋は現在５５歳，土建業を経て，津軽実業新報社社長。黒石町議１８年，

また県議二期を務めたベテラン政治家であり，自民党南黒支部長，県建設

協会会長，県建築審議会長の要職にあった。

晴れて市長に当選した高樋新市長は，次のように喜びを語った。

「こんなにうれしいことはない。市民から支持された重責を，積極的に，しかも明

朗に実施して，市発展のため全力をささげたい。よくいわれる政争の解消は，私自

身強く打ち出してきたことであり，田園都市としての発展をはかることはもちろん，

中小企業の育成にも積極的な施策を進めたい」（６）。

『陸奥新報』はコラム「冬夏言」の中で市長選について，「黒石市長選，

今度は新人に栄冠，とにかく派閥抗争を解消，市発展に全力をそそぐべき

だ」，と述べて高樋新市長に期待を寄せた（７）。
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コラムが指摘するように，派閥を解消して市民の期待する通りに市政が

運営されることを望みたい。

≪注≫

（１）『陸奥新報』１９５８年７月２日。

（２）「黒石市長に高樋氏当選―福士氏との差千八百」『東奥日報』１９５８年７月２日。

（３）同上。

（４）「非常事態に備える―県警，黒石署が待機」『陸奥新報』１９５８年７月２日。

（５）『東奥日報』１９５８年７月２日。

（６）『陸奥新報』１９５８年７月２日。

（７）「冬夏言」同上。

�１９６２年の市長選挙

任期満了に伴う市長選は，１９６２年６月２２日に行われた。その結果は，自

民党推薦で現職の高樋竹次郎（５９歳）・市長が１万０，２３７票を獲得，社会党

系で無所属の伊藤正（９，３０３票）に９３４票の差をつけて当選し，二期目も市

政を担当することになった。

選挙戦は，黒石市始まって以来の一騎打ちの戦いとなった。当初は，低

調だと伝えられていたが，中盤に入ってから選挙運動は盛り上がり激戦と

なり，投票率も８６．１％と高まった。高樋市長が勝利した要因は，市民がこ

れまでの高樋市政に満足していたというよりも，むしろ，保守，革新の連

合体である伊藤候補の市政運営に不安をいだいたからだ。また，高樋市長

は，初当選して以来４年にわたり，市議会で野党側の切り崩しに努力した

ことも功奏した（１）。

敷衍すれば，今回の市長選は，「保守」対「保守・革新連合軍」との戦

いであった。高樋市長派は市政同志会，中政会，無所属，愛市連盟と保守

勢力を動員した一方，伊藤陣営は高樋市長の政敵である福士前市長派で固

めた。市政同志会の一部，社会党，共産党，地方労と革新連合などで，立

ち遅れた伊藤候補は保守切り崩しがしだいに成功するなど，革新勢力の限
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界を吹き飛ばす善戦だったが最終的に敗れ去った（２）。

既述のように，高樋市長の勝利の要因は，再選を期して前々から地固め

の工作に成功したことだ。実際，市議会勢力も市政同志会有志，社会党２

人を除く２３人と過半数を掌握したこと，また，高樋後援会や愛市連盟のテ

コ入れと，絶えず有権者との結び付きを密接にしたことである。さらに，

田澤吉郎・衆院議員，外川鶴松・県議ら自民党県連による強力な布陣も勝

因の一つとなった。

それに対して，伊藤候補は市政同志会，社会党に推薦されて決意を表明

したのが４月中旬であり，それまでは立候補の意思がなかったというから，

全くの出遅れだった。革新勢力票は固定化しているので，狙うのは前回の

福士前市長が獲得した７，６００票，選挙参謀に市政会の佐藤佐三・元県議，

福士一郎・市議を抱えて巻き返しを狙い，告示前には「高樋市政批判演説

会」を開くなど精力的な活動を展開したが及ばず，保守連合の高樋票を切

り崩すことが出来なかった（３）。

再選された高樋市長は，当選の喜びと今後の課題について，次のように

語った。

「苦しい選挙だったが，市民の良識がわたしの積極政治を理解してくれた。今後も

以前からの信念に基づいた施政方針どおり黒石市発展のための百年の大計を基盤に

して働くつもりだ。特にこんどの選挙は青年，婦人層の立ち上がりがわたしを勝た

せてくれたと思う」（４）。

『東奥日報』は，今回の市長選の特色を次のように総括している。

「いままでの選挙と違って“金を使わない神経戦”だった。市連合青年団が参院選

をかねたネブタを運行して市民に公明選挙を PRすれば，伊藤派は高樋候補の違反摘

発隊を組織し，運動員の動きを見てただちに黒石署に告発する戦法にでた。あとは

両派入り乱れての告発合戦，金を使わない公明選挙とはいえ，“混迷”に近いもので

あった」（５）。
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既述のように，今回の市長選は「保守」対「保守・革新連合」との一騎

打ちとなり，結果は，９００余票で保守の高樋市長の勝利に終わった。高樋

市長にとっては後味の悪い選挙で，事実，保守が分裂したことについて，

自民党県連の中でその他選挙への波及を恐れて善処を望む声が聞かれた（６）。

なお，黒石署は市長選が終了した２３日，公選法違反容疑で高樋候補と伊

藤候補の両夫人を逮捕した。それは違反第一号であり，正に，買収，供応

などに噂される今回の選挙戦の激しさを象徴する事件であった（７）。

≪注≫

（１）『陸奥新報』１９６２年６月２３日。

（２）「市長に高樋市再選―黒石 伊藤氏の善戦及ばず」『東奥日報』１９６２年６月２３日。

（３）同上。

（４）「市民の良識で勝つ―高樋新市長の話」『陸奥新報』１９６２年６月２３日，「勉強に

なった選挙―高樋氏」『みなみ新報』１９６２年６月２４日。

（５）「市長に高樋氏が再選」『東奥日報』１９６２年６月２３日。

（６）「黒石市長選挙」『東奥年鑑 昭和３７年版』〔東奥日報社，１９６１年〕，５０頁。

（７）「両候補夫人を逮捕」『みなみ新報』１９６２年６月２４日。

�１９６６年の市長選挙

任期満了に伴う市長選は１９６６年６月２１日に行われ，３人が出馬した。そ

の結果は，自民党推薦で現職の高樋竹次郎（６３歳）・市長が１万０，２０３票を

獲得，無所属で元・県医務薬務課長の熊沢太（９，８９９票）を３０４票の僅差で

押さえ，三度目の栄冠を手にした。共産党の柴田久次郎は７５９票に留まっ

た。選挙戦では，中盤から終盤にかけて，市政の公正さと清潔をアピール

した熊沢候補の人気が高く，高樋市長の苦戦が伝えられた。だが，これが

逆に高樋派の結束を高める結果となり，最後は高樋市長が勝利を手にした。

投票率は有権者の関心の高さを反映して，前回の８６．０５％を４．１２ポイント

も上回り，９０．１８％を記録した（１）。

上で述べたように，市長選挙は６月２１日に行われ，接戦の末，現職の強
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みを発揮した高樋竹次郎・市長が，熊沢太と柴田久三郎の両候補を下して

三期目の市長の座を獲得した。

『東奥日報』は，高樋市長が勝利した要因を次のように報道している。

今回の黒石市長選挙は，何よりも「現職の強みを遺憾なく発揮された選

挙であった。ほとんどの役職を自派で固めフルに活用した高樋市長は，自

分自身も機会があるごとに婦人会など末端の会合にも義理を果たして市民

との直結を心がけ，飾らず誰ともうちとけやすい人柄と相まって，高樋市

政というよりも市長個人の人気を普段から保ってきた。また一枚看板の弾

丸道路早期実現を除いても，老朽の市庁舎新築を後回しにしても国民宿舎，

上下水道，病院，学校，し尿処理場なども建設，積極的に事業を展開して

きた」，と指摘。

その上で，「このため野党が“側近，利権政治排除”をスローガンに高

樋市政をゆるがしたものの，側近者に対する批判は盛り上がっても高樋個

人を落とし入れるまでに至らなかった。一方，対抗馬の熊沢氏は保守と野

党社会党が結んだ市政刷新同盟をバックに，社会党支持の基礎票３千票に，

福士元市長，中村元県議らの過去における保守票７，８千を加え，単なる

数字勘定では優位に立っていた。にもかかわらず一敗地にまみれたのは，

何といっても旧山形村出身のうえ，長らく県庁務めで地元になじみが薄

かったこと，ことに従来までの票割りからすれば，大票田の市街地が反対

に高樋市長に有利に働いたこと，さらに“初陣にしては高樋市長（６３歳）

より高齢（６５歳）で新鮮さを欠いていたこと”，などが致命的となった」（２）。

高樋三選をもたらした要因は，戦術的にいえば現職市長の強みであって，

過去８年間に１００に近い各種委員会および諸団体長を大半自派で占め，苦

戦しながら勝利を手にしたのである。つまり，“常時選挙”の意識でこま

めに手をつくした結果が奏功したのだ。また，政策的にみても，高樋市長

の積極市政が有権者に支持された，といえる（３）。

『陸奥新報』は，高樋市長三選の要因を次のように分析している。
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「今回選挙の山場は―いわゆる天王山は，山形地区と旧黒石町にあったといえるだ

けに，熊沢派としてはここで８対２程度の圧倒的優勢を保持しなければ勝算がな

かった。それがすこし崩れた。一方，旧黒石町は，高樋氏が地元の出身であるが熊

沢氏が追い込んだ。前回（３７年）の伊藤正（社会党）との戦いでは，６対４ないし

７対３の比率で高樋氏が敗れていた地区が今回も伸び悩み，これが苦戦の要因と

なった。当初高樋絶対優勢が伝えられた浅瀬石地区は，その割に伸びず，この地区

で圧勝していればもうすこし票差は開いたと見られる。・・・・

熊沢氏は，出身地の山形地区を除いてもかなり優位に立った地区があった。この

ようにかなり予断を許さぬ情勢まで追い込んだ理由は“高樋側近政治の排除”にホ

コ先を集中した結果だろう」（４）。

市長に三選された高樋市長は，当選の喜びと今後の課題について，次の

ように語った。

「みなさんのおかげで当選できてうれしい。今後の市政には，誠心誠意をもって当

たり，支持を得た積極市政を推し進め，市の繁栄と過去二期の総仕上げを行ないた

い。・・・

早急に手掛けたいのは，市道をはじめとする道路整備事業だ。弾丸道路も机上論

の段階を越えて，近く土地買収計画検討に入る。これができれば黒石市民が裕福に

なるというだけでなく，地についた広域行政が実現できるので，早期着工に務める

つもりだ」（５）。

『陸奥新報』はコラム「冬夏言」の中で黒石市長選について，「黒石市長

選挙，高樋氏の三選なる。市民の支持獲得，おめでとう。戦いは終わった。

派閥抗争はあっさりとやめて市勢の伸長につくせ」，と訴えた（６）。

確かに，高樋市長は三選を手にしたとはいっても，市には多くの課題が

山積しており，その前途は厳しい，といわねばならない。

≪注≫

（１）「黒石市長選高樋氏三選」『みなみ新報』１９６６年６月２３日，「黒石市長選挙」『東

奥年鑑 昭和４１年版』〔東奥日報社，１９６５年〕，４１頁。

（２）『東奥日報』１９６６年６月２２日，（ ）内は引用者。
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（３）『陸奥新報』１９６６年６月２２日，「黒石市長選高樋氏三選」『みなみ新報』１９６６年

６月２３日。

（４）「わずか３百票の差―積極市政で三選獲得」『陸奥新報』１９６６年６月２２日。

（５）「積極市政さらに推進」『陸奥新報』同上，「市民の意見反映 広域行政を推

進」『東奥日報』１９６６年６月２２日。

（６）「冬夏言」『陸奥新報』１９６６年６月２２日。

�１９７０年の市長選挙

任期満了に伴う市長選は，１９７０年６月１９日に行われ，３人が立候補した。

その結果，現職の高樋竹次郎（６７歳）・市長が四選された。市長選は９日

に告示，高樋竹次郎・市長に対して，元県議で共産党の柴田久次郎と社会

党黒石支部長の野呂健作が挑戦。東北自動車道問題，政治姿勢，および農

業問題などを中心に論戦が展開された。選挙の結果は，高樋市長が１万

０，７７５票を獲得し，柴田候補（６，８８２票）に５，８９３票の大差をつけて勝利。

社会党の野呂健栄は，１，２６２票に留まった。高樋市長は現職の強みを十分

に発揮し，また黒石市の保守合同による万全の態勢で他の候補を大きく引

き離して勝利を手にしたのだ。ただ，投票率の方は前回の９０．１％を大きく

下回る７３．２１％に留まり，過去４回の選挙では最低であった。その要因と

して，保守合同が実現してからまだ日が浅く，また高樋四選に対する「批

判票」もあった（１）。

敷衍すれば，上で述べたように，市長選挙は６月１９日に行われ，現市長

の高樋竹次郎の四選がある程度確実視されていた，という。というのも，

これまで“反高樋”で戦ってきた福士永一郎・元市長の支持者で結成して

いる市議会の「新政会」や，同じく保守系野党である「交友クラブ」が候

補者難もあって市長選告示前の４月１８日，“保守合同”に成功したからだ。

そのことが，高樋現市長の当選を万全なものにした（２）。

このように，保守陣営が固まって高樋市長を推薦したので，高樋候補は

労せず，四選を確実なものにし，また，選挙戦中，竹内俊吉・県知事を始
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めとして，田澤吉郎，竹内黎一の両衆院議員，並びに津島文治・参院議員

ら大物政治家たちが高樋市長の応援に駆けつけたが，それは，正しく保守

合同による成果であった。

高樋市長は，「東北自動車道の早期完成，黒石１０万都市建設の総仕上げ

をしたい」と一貫して訴えてきた。しかし，四選を目ざす高樋現市長に対

して，“側近政治排除”の批判，また保守合同はしたとはいえ，反・高樋

感情が底流で根強く見られ，高樋批判票もあり選挙の行方は終盤まで予断

を許さなかった。実際，高樋市長が前回獲得した１万０，２０３票を５０７票しか上

回らなかった理由として，保守安泰ムードで投票率が下がったこと，また

旧福士派の票がそのまま高樋市長側に回らなかった点などが挙げられる（３）。

一方，革新側は，共産党の柴田久次郎が大幅に票を伸ばしたことが注目

される。前回は７５９票に留まったが，今回は昨年暮れの衆院総選挙で当選

した共産党・津川武一の得票４，３６０票を約２，５００票も上回る善戦ぶりを見せ

た。個人的な人気と組織票プラス浮動票を当て込んで高樋現市長に肉薄し

たのは，長年の農民運動と政治歴で名前を知られた柴田候補の「市民生活

の向上」という訴えに支持が集まったからだろう。だが，結局，大同団結

した厚い保守の壁を突き破ることが出来ず，また革新を二分しての戦いと

いう不利な態勢も災いした。社会党の野呂健作は，知名度の低さと野党連

合問題に手間どり出足の遅れが組織固めに響き，防戦を余儀なくされ惨敗

に終わった（４）。

四選を果たした高樋市長は，当選の喜びと今後の課題について，次のよ

うに語った。

「保守合同に対する市民の期待を裏切らないように，私の批判票も市政に反映させ

なければいけない。公約の実現に全力をあげることはもちろん，市の発展につとめ

たい。今回の選挙はこれまでと違い，革新候補との戦いであったので，精神的に疲

れた」（５）。
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『陸奥新報』は今回の市長選について，コラム「冬夏言」の中で「革新

に大差で四度目の高樋市政実現，地に足ついた安泰ムード。だが，批判票

を忘れてはいけない。この中の声も市政に生かせ」と，コメントを寄せ

た（６）。

確かに，高樋市長は四選を果たしたものの，次回の市長選に出馬すれば，

「多選（五選）・高齢（７１歳）」への批判が避けられないだろう。

≪注≫

（１）『東奥日報』１９７０年６月２０日，『陸奥新報』１９７０年６月２０日，「高樋氏四たび当

選」『みなみ新報』１９７０年６月２１日。

（２）「黒石市長選挙」『東奥年鑑 昭和４５年版』〔東奥日報社，１９７０年〕，４４頁。

（３）『東奥日報』１９７０年６月２０日。

（４）『陸奥新報』１９７０年６月２０日，前掲書「黒石市長選挙」『東奥年鑑 昭和４５年版』，４４

頁。

（５）「市民の期待は裏切らぬ―高樋市長の話」『みなみ新報』１９７０年６月２１日。

（６）「冬夏言」『陸奥新報』１９７０年６月２０日。

�１９７４年の市長選挙

任期満了に伴う市長選は，１９７４年６月１９日に行われた。その結果は，無

所属で新人の中村淳治（４４歳）が革新四党との共闘に成功して１万３，０３７

票を獲得し，現職市長の高樋竹次郎（１万０，７９０票）に２，２４７票という予想

外の大差をつけて初当選した。選挙当日は好天気に恵まれたこと，また激

戦を反映して投票率は９０．１％に達した（１）。

選挙戦の行方は，最後まで予断を許さなかった。しかし，「市政の流れ

を変えよう」と訴えた中村候補に軍配が上がった。こうして，足かけ１６年

にわたり黒石市を牛耳ってきた高樋市長に代わり中村新市長が登場するこ

とになった。中村候補の勝因は，農村部で高樋にがっちりと押さえられ，

リードを許したものの，しかし，浮動票の多い市街地では優勢のうちに戦

いを進めたことである（２）。
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敷衍すれば，市長選は６月１９日に行われ，無所属新人の中村淳治が革新

四党との共闘に成功し，自民党の高樋竹次郎・現市長に２，２００余票差とい

う予想外の大差で勝利した。これで，「自民党王国」だった黒石市で初の

“革新寄り”の市政が実現することになった。

今回の市長選は，いわば「自民党」対「保守系無所属・革新四党」との

戦いであった，といわれる。高樋市長は，市議会で与党市議（自民党所

属）の満場一致で五選出馬を決めた。だが，これに対して，竹内黎一・衆

院議員の後援会が強く反発，対抗馬として市議の中村淳治をかつぎ出した

のである。中村淳治をはじめ竹内後援会の市議「新風会」が自民党を脱党

し，無所属となって中村後援会に結集，さらに同会は，革新四党と政策協

定を結んで「黒石市政をよくする会」をつくって市長選に挑んだ。

選挙戦では，中村候補の方は「市政の流れを変えよう」と力説，「市民

が市役所の顔色をうかがわなければ生活を左右されるようでは黒石の発展

は望めない」と強調した。この点は，実際，市民が日常ハダで感じていた

ことであって，この高樋批判票が中村を当選させた大きな要因の一つと

なった。ただ，批判票は実際には高樋個人というよりも，むしろその取り

巻き連中に向けられたもので，「高圧的なヤリ口にハラを据えかねる」，と

いうものだった（３）。

中村候補の「若さ」と，「保革連合」の勝利であった。結局，７１歳の高

樋市長は政治力では勝利できたとしても，４４歳という若い中村候補の勢い

に太刀打ちできなかった，といえる。また，高樋市長の五選に対する抵抗

が予想以上に強く，これを排除できなかった。いわゆる「保守野党・革新

共闘」（＝“八戸方式”）という新たな戦術の前に，老練の高樋市長もつい

に敗北を余儀なくされたわけだ。これで，青森県の自民党市政は，青森市，

むつ市に続いて，またもや一つ失うはめとなった（４）。

市長に初当選した中村淳治は，当選の喜びと今後の課題について次のよ

うに語った。
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―当選の喜びは

みなさんおかげです。津川先生をはじめ，みなさんが応援してくれたからです。

ほんとうの黒石の夜明け，１８０度（転換）です。

―勝因は

保守と革新，この体制の強さだと思う。それに青年，婦人の支持が多く，盛り上

がったし，有権者も主張をよく聞いてくれました。

―当選してまずやりたいことは

市民のみなさまのことです。市民と語り合いながら，市民の生活を最優先にし，

市民がふだん着，野良着で，「市長エダガァ」と市長室に入ってくるようなイメージ

をつくりたい。

―保革連合がくずれる心配は

新しい黒石をつくるためには，この体制でいかなければならない。対立はない。

批判票は考える（５）。

『東奥日報』はコラム「天地人」の中で，今回の市長選の特色を次のよ

うに総括した。

結果論になるが，中村派の“攻め”が奏功したのでないだろうか。しかも，中村

派は「ふるさとを守るため，一党一派の偏しない民主市政」「市政転換は市長の座を

奪ってこそ」と訴え，そして狂乱物価をなくすための生活防衛選挙だともいう。有

権者にとって，この点が「土台づくりは終わったので，仕上げはこの高樋の手で

・・・」よりも，新味があるように映ったに違いない（６）。

『陸奥新報』もコラム「冬夏言」の中で，「保守大国黒石に初の革新より

の市長誕生。浅瀬川の流れも変わる？」と見出しをつけて，今回の市長選

の模様を次のように報じた（７）。

「市長選挙は最後まで予断を許さぬ激戦であったので，各投票所とも朝から有権者

が行列をつくるなど，激戦の熱気が反映されたし，また，黒石署は，選挙違反や告

発に備えて選挙取調本部を設け，本格的な捜査を開始した」（８）。

今回の市長選で長期に及んだ「高樋王国」は，ついに打破された。それ
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は，中村新市長の下で，有権者の多くが市政の転換を望んだ証左であった，

といえよう。

≪注≫

（１）『東奥日報』１９７４年６月２０日。

（２）同上。

（３）同上。

（４）「黒石市の六代目市長に中村氏当選」『津軽新報』１９７４年６月２１日（『みなみ新

報』は１９７２年４月１日，『津軽新報』に社名変更）。

（５）「黒石の夜明けだ―市長当選の中村氏が語る」同上。

（６）「天地人」『東奥日報』１９７４年６月２０日。

（７）「冬夏言」『陸奥新報』１９７４年６月２０日。

（８）「投票所も激戦の熱気」同上。

�１９７８年の市長選挙

任期満了に伴う市長選は１９７８年６月３０日に行われ，現職の中村淳治（４８

歳）市長が１万２，９５１票を獲得し，新人で前県議の鳴海広道（１万２，８４７

票）に１０４票という僅差で再選を果たした。中村市長は，保守系与党，社

会党，および共産党などで固めた「黒石市政をよくする会」を形成。一方，

鳴海候補は保守系野党の自民党支部，田澤吉郎後援会に民社党，それに社

民連を加えた「公平で住みよい黒石をつくる市民会議」で対抗し，市民を

二分する選挙戦となった。だが，中村市長は現職の実績と１９７５年，７７年の

水害復旧に全力を傾け，しかも福祉行政に積極的に取り組んできた点が有

権者に評価され，鳴海候補を僅差で退けた。投票率は，激戦を反映して高

く，９１．７０％を記録した（１）。

敷衍すれば，市長選挙は６月３０日に行われ，現職の中村淳治・市長が新

人で前県議の鳴海広道の鋭い追撃をかわして，１０４票という小差で再選さ

れた。選挙当日は快晴に恵まれ，また過熱した激戦を反映したのか，投票

率が９１．７０％と第２回市長選挙（１９５８年）の９２．６９％に次ぐ高さとなったの
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が特筆される。なお，有権者の騒動に備えて，黒石スポーツ館での開票作

業は，黒石署の警官４５人が配備される中で行われた（２）。

選挙戦は，「保革中道連合」対「保革連合」の対決となった。だが，結

果は前者が勝利した。現職の中村市長は，自民党の竹内黎一・衆院議員派

を主軸に，社会党，共産党，南黒地労などを擁した「黒石市政をよくする

会」を立ち上げた。これに対して，新人の鳴海候補は自民党の田澤吉郎・

衆院議員派に民社党，社民連を加えた「公正で住みよい黒石市をつくる市

民会議」から支援を受け，一騎打ちとなった。最後は，中村市長が現職の

強みを発揮した形で，鳴海候補の猛烈な押上げを振り切って再選され，“革

新の砦”を守りぬいた（３）。

中村市長の勝因は，現職の強みに加えて，再選にむけた出足のよさに

あった。既に，昨年夏に，中村市長は再選の決意を後援会で表明し，その

上で，１２月２７日には，「黒石市政をよくする会」の統一候補として正式に

出馬表明。相手候補が名乗らないまま，早い段階での出馬声明に見られる

ように，“攻めの選挙活動”が勝因につながった。それに対して，鳴海候

補の方は出馬表明が５月２２日と出遅れ，しかも政策面でほぼ中村市長と同

じであったので，争点がはっきりしなかった。また，し尿生捨て用地問題

で徹底的な攻撃を展開して，多くの有権者の支持を得たものの，立ち遅れ

が最後まで影響し一歩及ばなかった（４）。

再選を果たした中村市長は，当選の喜びと今後の課題を次のように語っ

た。

「接戦は覚悟していたが，これほどのきわどい勝利とは思いも及ばな

かった。この批判票が示す反中村票の重さを深く受け止め，謙虚に反省し

てゆく」。再選後の抱負については，「私が積み残した５３年度予算を仕上げ

てゆくが，私がモットーとしてきた市民本位の市政を貫き，民主的な町づ

くりを進めてゆきたい」。選挙戦を振り返り，「次元の低い選挙といわれて

きたが，私は立合演説会を通じて真っ向から政策論争を鳴海候補と展開し

戦後青森県の市長選挙と歴代市長 � 143



たかった」と，し尿生捨て用地問題など争点なき戦いに反省を示した（５）。

『陸奥新報』はコラム「冬夏言」の中で，「黒石市長選に審判。初の“連

合対決”小差で中村市長の再選で幕。課題多き田園都市。激戦のシコリ解

消。一票の期待に沿う市政を」，とコメントを寄せた（６）。

確かに，市長選は１０４票差という小差ながら，現職の中村市長の勝利に

終わった。それは，中村・竹内後援会が結集した保革連合の「黒石市政を

よくする会」の勝利に他ならず，自民党は昨年のむつ市長選の雪辱を果た

し，さらに来春の青森市長選の革新市長を守り抜くための橋渡し役となっ

た。ただ，半数近くの批判票の重みも大きく，中村市長にとって，今後の

市政運営に当たってどのように対応するかが課題となろう（７）。

今回，市長選の立合演説会は５日間連続「札止め」となった。住民そっ

ちのけの動員合戦となり，見直し論が高まった。市選挙管理委員会による

と，５日間で会場に入った聴衆は延６，２９３人に達したものの，本当に候補

者の政見を聞きたい人が排除された，という（８）。

≪注≫

（１）『東奥年鑑 １９８０年版』〔東奥日報社，１９７９年〕，１８０頁，「黒石市長に中村氏再

選を果たす―鳴海氏が小差で無念」『津軽新報』１９７８年７月２日。

（２）同上。

（３）『陸奥新報』１９７８年７月１日。

（４）『東奥日報』１９７８年７月１日。

（５）「市民本位の市政貫く―再選の中村氏」同上。

（６）「冬夏言」『陸奥新報』１９７８年７月１日。

（７）「中村氏，小差で再選―鳴海氏に百四票」同上，

（８）「これでよいか 立合演説会に見直し論」『津軽新報』１９７８年７月４日。

�１９８２年の市長選挙

任期満了に伴う市長選挙は１９８２年７月１１日に行われ，３人が立候補した。

開票の結果は，無所属で保守系の中村淳治（５２歳）・市長が１万３，３６３票を
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獲得，自民党新人の清藤三津郎（１万２，９５６票）に４０７票の僅差をつけて三

選された。無所属新人の熊谷光男は，５４８票にとどまった。今回の市長選

は，派閥を背景に激戦となり，投票率は何と９３．３０％と市長選史上過去最

高を記録し，特に女性の投票率が高く，９５．４４％に達した（１）。

市長選は事実上，中村および清藤との保守系候補の一騎打ちとなった。

だが，中村市長は出足の早さと現職の有利さを活用し，しかも，勝敗のカ

ギを握ると見られた浮動層にも浸透し，激しい市政批判を繰り広げた清藤

を制して勝利を手にした。

敷衍すれば，上で述べたように，市長選挙は，７月１１日に行なわれ，三

選を目指す無所属で現職の中村淳治・市長が急迫する自民党公認で新人の

清藤三津郎を４０７票の僅差で振り切り勝利した。中村市長の勝因は，戦術

的には，“常時選挙”の意識でこまめに手を尽くした現職の強みを生かし

たこと，また政策的には，津軽東部の中核都市として１０万都市を目指すと

いうビジョンで謳った，積極的姿勢が若い有権者や婦人層に支持されたも

のと思われる。それと同時に，中村市長が自民党入りし，保守票の底辺を

拡大したことも大きかった（２）。

当選した中村市長は，前回の選挙で鳴海弘道・県議に１０４票差で辛勝し

た教訓を学び，昨年の夏から選挙態勢づくりに励み，４月１９日に自民党へ

の入党を発表。この結果，二期７年９ヵ月続いた「保革連合市政」にピリ

オドがうたれ，離反した革新のうち自由投票を決めた社会党や，南黒地労

の事実上の支持を取りつけた。共産党が離れ，清藤候補との間で自民党公

認争いに敗れた危機感が逆に，組織の引き締めのバネとなり，運動員が市

内全域で活動するなど，青年，および婦人票を掘り起こした（３）。

これに対して，清藤候補は，田澤吉郎・衆院議員の後援会組織を中心と

して陣営を組み，決意表明から告示までわずか３週間という慌しさの中で，

告示直前に自民党の公認を得て一気に追い上げた。だが，１５年前に市政界

から退いた空白期間が痛手となり，知名度は低く，特に青年層に今一つ浸
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透せず，市街地の浮動票を逃がす要因となった。清藤候補は挑戦者として

は高齢の６６歳であり，現職の中村市長の５２歳と比べると，一回り古い世代

に属していたのも響いたかもしれない（４）。

三選を果たした中村市長は，当選の喜びと今後の課題について，次のよ

うに語った。

「きわどい，厳しい戦いだった。批判票を受けとめて，市政にあたる。醜い派閥争

いをなくしようという私の訴えが市民の良識を動かしたと思っているが，公認問題

のことは頭になく市民から信頼される自民党に。今後は，津軽東部の中核都市とし

て十万都市構想の基盤づくりにつとめる」（５）。

『東奥日報』は，今回の市長選の結果がもたらした影響について，次の

ように報道している。

「自民党公認の清藤三津郎が敗れたことは，来年の統一地方選ならびに参院選公認

の難問を抱える自民党県連（津島雄二・会長）に影響を与えよう。県連としては，

昨秋のむつ市長選で推薦候補の河野幸蔵前市長の敗戦に続く黒星」（６）。

『陸奥新報』もコラム「冬夏言」の中で，市長選について「激戦の黒石

市長選に審判。保守系対立の変わらぬ構図。政争の縮図。加熱選挙裏付け

の最高投票率。それだけ市民直結の政治への責任重大」，だと論じた（７）。

コラムの指摘は，まさにその通りである。

≪注≫

（１）「激戦を振り返る―黒石市長選記者座談会」『津軽新報』１９８２年７月１４日，黒石

市長選では，投票日の午前７時の受け付け開始時に，有権者が列をつくるほどの

熱気。選挙違反取締本部の黒石署は約４０人の署員が出勤，開票所内外の警備にあ

たった（「高い有権者の関心―黒石市長選」『陸奥新報』１９８２年７月１２日）。

（２）『陸奥新報』１９８２年７月１２日。

（３）『東奥日報』１９８２年７月１２日。
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（４）『陸奥新報』１９８２年７月１２日，『津軽新報』の記者座談会では，「６６歳という年

齢のハンディも感じさせなかった。・・・スタートがもう少し早ければ，逆転の

可能性もあった」と指摘している（「激戦を振り返る―黒石市長選記者座談会」『津

軽新報』１９８２年７月１４日）。

（５）「良識の勝利だ―中村事務所，歓声の渦」『津軽新報』１９８２年７月１４日。

（６）「自民党県連の責任必至―公認候補が敗れ窮地に」『東奥日報』１９８２年７月１２日。

（７）「冬夏言」『陸奥新報』１９８２年７月１２日。

�１９８６年の市長選挙

任期満了に伴う市長選は１９８６年７月１５日に行われ，３人が出馬した。開

票の結果は，「市政の流れを変えよう」と訴えた元市議で無所属新人の清

藤三津郎が７０歳という高齢ながら，１万３，９６１票を獲得，四選を目指した

中村淳治・現市長（１万２，５９９票）に１，３６２票の差をつけて雪辱を果たした。

選挙は，共産党公認の金崎昭三（４５２票）との三どもえの戦いとなったが，

しかし実際には，衆院議員・田澤吉郎系の清藤候補と衆院議員・竹内黎一

系の中村候補との一騎打ちであった。選挙運動の過熱ぶりを反映して，平

日にもかかわらず，投票率は高く９２．０３％と市長選挙史上第三位を記録し

た（１）。

選挙戦中，市民の間では竹内黎一系の中村市長の長期政権に対する飽き

と，不満が広がっており，清藤陣営が「共闘・柔軟路線」に戦術転換した

のが功奏した。つまり，清藤の勝因は，三期１２年の中村長期政権に対する

有権者の“飽き”が背景にあり，それに加えて，中村陣営の組織の立遅れ

が幸いした。清藤陣営は，“田澤吉郎系の四連敗打破”を掲げて，農村部

の基礎票をおさえ，市街地の婦人層や浮動票を堀おこして勝利に結びつけ

たのだ（２）。

敷衍すれば，市長選は７月１５日に行われ，元市議会議長の清藤三津郎が，

四選を目指した中村淳治・市長を退けて初当選した。選挙戦の焦点は，三

期１２年に及ぶ中村市政に対する市民の評価に絞られ，「継続」を望むのか
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それとも政権の「交代」を求めるかにあった（３）。

市長選再挑戦となった清藤は，田澤吉郎・衆院議員の支援を得て，全力

投球した衆院総選挙の余勢で当初から圧倒的勢いで押しまくり，固い農村

部の基礎票を確実に押さえ，弱いとされた市街地の婦人層も巻き込んで前

回の得票への大幅な上積に成功した。また，従来の田澤派一辺倒から柔軟

な姿勢への戦略転換も功奏した。そのため，これまでまったく期待できな

かった社会党・南黒地労の票を手にし，また，木村守男・衆院議員票の切

り崩しに成功したのも大きかった。

一方，四選を阻まれた中村市長の敗因は，何よりも長期政権に対する市

民の“飽き”と，財政運営や政治姿勢への批判が予想以上に強く，「流れ

を変えよう」というムードに拍車がかかったことだ。また，組織の立ち上

りが遅れ，清藤候補に緒戦でリードを許してしまうなど，一時盛り返した

勢いも票に結びつけることができなかった（４）。

見事に勝利を手にした清藤新市長は，「誠心誠意訴えた現市政批判，流

れを変えようという呼びかけを，市民に理解してもらえた」と，勝利の感

想を述べ，また，勝因を問われて「徹底して政策を訴えてきたが，市民が

それをしっかりと受け止め，理解を示してくれた。支持者の一糸乱れぬ足

並みにも助けられた」と答弁。その上で「市のなかを，もう一度洗い直し，

組み立てる。周辺町村と一体となって，黒石に活性化を図っていきたい」，

と抱負を語った（５）。

清藤新市長は，１９６７年に市の政界から退いてから１９年ぶりに政治家とし

て“返り咲いた”わけだ。今後の方針としては「まず財政再建，行政の洗

い直しをし，メスを入れていく」と新たな意欲を示した（６）。

『陸奥新報』はコラム「冬夏言」の中で，今回の市長選挙を次のように

総括した。
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「保・保激突の黒石市長選，清藤氏が初当選，挑戦二回目で，三期１２年間の現職中

村氏に，１，３００余差の大差で勝利の美酒。大鰐町に続く首長交代。厳しい行革下で，

選挙民は首長に何を託したか」（７）。

当選した清藤新市長は，１８日に初登庁し，全職員を前に「公僕として奉

仕の心で市民サービスに努めてほしい」と訓示，市政のスタートを切った。

部課長会議終了後に記者会見した新市長は，「批判票の重みを謙虚に受け

止めたうえで，公約の実現を図る。助役，収入役人事はできるだけ早急に

行いたい」と語った。その中で，清藤新市長は「施政方針の基本は，公約

に掲げた�職員の融和・協調，�行政の能率アップ，�冗費節減による財

政再建―の実現が三本柱で，市長への極端な権限集中を避けたい」，と強

調した（８）。

清藤市長の示した公約が実現されるのを望むのは，いうまでもなく，そ

れは多くの市民の願いでもある（９）。

≪注≫

（１）「清藤氏が雪辱を果たす」『津軽新報』１９８６年７月１７日。

（２）『東奥日報』１９８６年７月１６日。

（３）『陸奥新報』１９８６年７月１６日，『東奥日報』１９８６年７月１６日。

（４）『陸奥新報』１９８６年７月１６日，『東奥日報』１９８６年７月１６日。

（５）「念願達成 清藤さん歓喜―黒石市長選」『東奥日報』１９８６年７月１６日，「市を

洗い直す―歓喜の嵐の清藤事務所」『津軽新報』１９８６年７月１７日。

（６）「きょうの顔―黒石市長に初当選した 清藤三津郎さん」『陸奥新報』１９８６年７

月１６日。

（７）「冬夏言」同上。

（８）『東奥日報』１９８６年７月１６日，

（９）『津軽新報』が実施した「黒石市長選 候補者に１０の質問」中，�黒石市を発
展させるための基本的な考えの回答で，清藤候補のそれは，中村候補や金城候補

に比べてより具体的である。イ，尾上，田舎舘の協力を得てインター周辺に物流

基地と誘致企業を配置する，ロ，ダム周辺の開発をして，一大観光基地を形成す，

ハ，バイオ技術を活用して農業生産を拡大する，ニ，駅前開発はその効果が商店

街に連動するものとする，ホ，発展施策は広域的視野に立って策定する（「黒石
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市長選 候補者に１０の質問」『津軽新報』１９８６年７月１１日）。

�１９９０年の市長選挙

任期満了に伴う市長選挙は，１９９０年６月１７日に行われた。その結果は，

無所属で現職の清藤三津郎（７４歳）・市長が１万４，３２９票を獲得し，同じく

無所属で，返り咲いて市政奪還を目指した中村淳治・元市長（１万２，２０６

票）に２，１２３票の大差をつけて再選。投票率は熾烈な一騎討ちを反映して

高く９１．０３％を記録し，特に女性は９３．９４％に達した（１）。

清藤市長の勝因の一つは，田澤吉郎，木村守男の両衆院議員連合を構築

し，しかも，４年前に勝敗を分けたといわれる木村守男も支持にまわり，

それが今回の市長選で清藤市長に有利に作用した。また，支持基盤の安定

化が中盤まで清藤陣営の緩みを招いたが，これに危機感を持って終盤に一

気に引き締めて，中村・元市長を振り切った。中村・元市長は，後援会を

固め市職労の推薦を得て，清藤市政を批判したが及ばなかった（２）。

敷衍すれば，市長選は６月１７日に投票が行われ，無所属で，自民党，民

社党の推薦を得た現職の清藤三津郎・市長が，同じく無所属の中村淳治・

元市長を大差で振り切って再選を果たした。清藤，中村両候補の対決は，

過去１勝１敗の後を受けて初めての一騎打ちとなり，結果は清藤が勝利を

おさめ，市を二分した戦いに決着をつけた（３）。

清藤市長の勝利は，有権者が一期４年間の実績を評価し，“清藤市政の

継続”にゴーサインを出したことを意味する。清藤陣営は選挙戦を通じて，

「赤字寸前の財政を再建した手腕」を強調したが，それは４年間の手堅い

財政運営が評価されたからだ。また，田澤吉郎，木村守男の両衆議院議員

をはじめ鳴海広道・県会議員らに代表される国，県との太いパイプ，また，

周辺町村との協力を強め，広域行政にも意を用いる清藤市政の基本理念が

評価されたことも再選に繋がった（４）。

今回の市長選は，過去の市長選とは様相が一変したという。というのは，
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選挙戦が異例ともいうべき，超短期決戦となり，しかも地下に潜行する戦

術に終始したからだ。だから，かつてのような中傷や誹謗の類は影をひそ

め，有権者の反応も今一つであった。それは，両候補の掲げた基本政策の

表現は異なるものの，目指すところは一緒で，中村候補が争点にした「財

政運営や人事，指名入札業者選定などの不公正」については，清藤候補の

方が泥試合を避けて反論しなかった。そのため，争点がぼやけてしまい，

政治姿勢をめぐる抽象的な舌戦となり，有権者にとって“見えにくい選

挙”となった（５）。

市長選は，前々回，前会を含め過去３度，清藤，中村両氏の争いとなっ

た。だが，従来の選挙と違ったのは，「派閥代理戦争」の色合いが表面化

しなかったことであろう。

再選を果たした清藤市長は，「献身的な支援に支えられ，無我夢中で

戦ってきた。激しい戦いだったが，真面目に政策を訴えたのが支持され

た」と勝因を分析。その上で，「この４年間でレインボー計画，リゾート

開発，第二工業団地の造成，農業振興，福祉の充実の方向がハッキリした。

これからも訴えた施策を自信をもって進める」，と語った（６）。

『東奥日報』は「社説：黒石市長選を振り返って」の中で，今回の市長

選挙を次のように総括した。

「黒石市長選挙で，自民，民社推薦の現職清藤三津郎氏が当選した。課題の多い二

期目の市政を担うことになる。対立候補の中村氏とは三戦目にして２勝１敗と勝ち

越した形となったが，もともと両氏とも保守系で，政策面でさしたる差異はない。

両氏を支えるそれぞれのバックのいわば力関係，両氏の市民への訴求力の度合いが

勝敗の成りゆきにつながったといえよう。注目していいのは，県内で旧来から“派

閥選挙”がしきりにいわれた同市で，今回の市長選は，“きれいな選挙”に終始した

とみられることである。この点は評価に値しよう」（７）。

『陸奥新報』もまた「社説：虚心に耳を傾けてほしい」の中で，清藤市
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長に対して次のように要望した。

「今回の市長選は，自民，民社両党推薦の清藤氏と市職労の推薦，自治労県本部支

持の中村氏による一騎打ちになったが，実質的には保守系列の分極化という様相を

呈した。両氏の戦いは三度目で，それぞれ新しい市政の展望に立脚した公約を掲げ

て論戦を繰り広げたのは確かだが，戦い終わってこれらの公約が選挙のときだけの

“カラ念仏”だったというのでは困る。新市長は，まずその公約実行を第一義とすべ

きである」（８）。

確かに市長選が，いわゆる「派閥選挙」から脱却した兆しは喜ばしい限

りであり，今後も継続されることを望みたいし，また，候補者が選挙時に

明らかにした公約は当然実行されるべきである。

≪注≫

（１）「清藤氏が再選果たす」『津軽新報』１９９０年６月１９日。

（２）『東奥日報』１９９０年６月１８日。

（３）「解説―市経済活性化に期待」『陸奥新報』１９９０年６月１８日。

（４）同上。

（５）「黒石市長選挙」『東奥年鑑 １９９１年版』〔東奥日報社，１９９０年〕，１７２頁。

（６）「献身的な支援で―清藤候補」『津軽新報』１９９０年６月１９日。

（７）「社説：黒石市長選を振り返って」『東奥日報』１９９０年６月１８日。

（８）「社説；虚心に耳を傾けてほしい」『陸奥新報』１９９０年６月１８日。

�１９９４年の市長選挙

任期満了に伴う市長選は，１９９４年６月１２日に告示された。だが，無所属

で現職の清藤三津郎（７８歳）・市長が自民党，新生党，日本新党，社会党，

公明党，および民社党の推薦を得て一人のみ立候補し，「無投票」で三選

を果たした。１１回を数える市長選挙史上，無投票当選は，初めてのできご

とだ（１）。

街頭演説は，６月１２日に１回だけ予定されていた。そこには，清藤市長

152 専修法学論集 第１４１号



の支持者ら約５００人が集まり，清藤市長は「この８年間で公約した大部分

はうまくできたと自負している。県内４番目の市として昭和２９年（１９５４

年）に誕生したが，市制施行４０周年という記念の年になる。私が就任時は

市の財政がひっ迫した状況にあったが，現在は新五市中でもほぼ中位にま

で再建できた」と，また，「黒石市の健全な財政運営を強調。さらに，懸

案の商店街活性化と落合，板留，および温湯地区を核にした中野山，浅瀬

石川ダムを含めた自然公園の整備，国道３９４号で結ぶリゾートゾーンの形

成と農業の自由化に対応する基盤づくりなど」，三期目の事業完成に向け

て意欲的な姿勢を披露した（２）。

敷衍するならば，清藤市長は既に，１９９３年１２月の市議会定例会で市長選

への出馬を表明しており，１９９４年３月以降，６党の推薦を取り付けて態勢

を整えていた。竹内黎一・衆院議員系の前市長・中村淳治（６４歳）も出馬

の意欲を見せていたが，小選挙区制をにらんだ「田澤・竹内連合」実現の

ために出馬を辞退。また，共産党も独自に候補者擁立の動きを見せていた

ものの，告示２日前に出馬断念を表明した（３）。

『東奥日報』は「社説：首長選の無投票を憂える」の中で，黒石市長の

無投票当選について，その背景と問題点を次のように論じた。

「激しい選挙戦で知られた黒石市長選が無投票になったのは，衆院に小選挙区比例

代表並立制が導入されるからだという。小選挙区制では，一つの選挙区の当選者は

１人である。これまでの中選挙区制では，自民党は２区から田澤代議士と竹内代議

士の２人を当選させることができた。小選挙区制ではどちらか１人は比例に回らな

ければならない。田澤・竹内連合ができたのも，そんな事情があったからだ。黒石

市長選で両派が争えば，せっかくまとまった田澤・竹内連合が壊れてしまう。それ

だけは避けたいということなのだろう。・・・

だが，国政レベルでの政党や政治家の事情が，地方政治に持ち込まれ，その結果

が無投票というのでは有難迷惑な話だ。それぐらいなら，代議士系列の利害から離

れて候補者を擁立したり，名乗りを上げ，有権者の審判を受けるべきではないか。

政治家や政党にとって，無投票で当選が決まるというのは好都合なことかもしれな

い。だが，有権者の立場からは，４年に一度しかない首長を選ぶ機会を奪われるの
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を，喜ぶわけにいかない」（４）。

無投票で三選された清藤市長は，市政８年間を自己採点して「６０点から

７０点だ」と自慢した。確かに，建設業を中心に市の財政が強化されたこと

は評価されてしかるべきだ。ただ，三期目の課題として，長年の懸案であ

る「既存商店街の活性化」を忘れてはならない（５）。

無投票について，清藤市長は「私はね，無投票は必ずしもよいとは思っ

ていない。過去２回（の保守一本化）は，市民の幸せにつながっていない。

政治改革下での無投票であっても，市の政界がこれ（自民一本化）によっ

てゆがめられるとすれば，市にとっては最善とはいえない」，との認識を

示した（６）。

『陸奥新報』は三期目が無投票で当選となった清藤市長に対し，次によ

うに要望した。

「三期目，無投票となった市長選だが自民連合による県連調整の結果ばかりともい

えなくもない。誤りなく二期の市政を果たしてきた清藤市長の“姿勢”に期待する

商業者，農業者の声は高い。堅実な市政を堅持してきた清藤市長に市民は強力なリ

ーダーシップを望んでいる」（７）。

清藤市長は現在７８歳の高齢であって，４年後には８２歳に達する。果たし

て，市政運営にあたり強力なリーダーシップを発揮できるのであろうか，

と不安を感じないわけでない。高齢の清藤市長が市政を担当することに，

市民の間で違和感がないのかと，疑問が湧く。

≪注≫

（１）「黒石市長選―清藤氏無投票で三選」『津軽新報』１９９４年６月１５日。

（２）『陸奥新報』１９９６年６月１４日。

（３）「黒石市長選挙」『東奥年鑑 １９９５年版』〔東奥日報社，１９９４年〕，１７３頁。

（４）「社説：首長選の無投票を憂える」『東奥日報』１９９４年６月１４日。
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（５）「解説：課題は商店街活性化」同上，１９９４年６月１３日（夕）。

（６）「いきいき放談―清藤三津郎氏」『津軽新報』１９９４年６月１５日，「黒石市長選

無投票の周辺（上）」『陸奥新報』１９９４年６月１４日。

（７）「黒石市長選 無投票の周辺（下）」『陸奥新報』１９９４年６月１５日。

�１９９８年の市長選挙

清藤三津郎・市長（８２歳）の任期満了に伴う市長選が，１９９８年６月２１日

に行われた。その結果は，自民党推薦で無所属新人の鳴海広道（５７歳）・

元県会議長が１万５，３２８票を獲得し（１），県民協会，県民主協会，および公

明党が推薦する，高樋憲・前県議（１万０，９７１票）に４，３５７票の大差をつけ

て初当選。鳴海候補は市長選史上最多の票を得た。投票率は８６．３３％と高

かったが，しかし，前回を４．７０ポイント下回った（２）。

鳴海候補は，１２年間にわたった清藤市政の流れを変えると強調し，国政

との豊かなパイプと長い政治経験を前面に打ち出し，序盤の劣勢を乗り越

えて逆転勝ちした。一方，高樋候補は県民協会，県民主協会，公明党，お

よび田澤吉郎・元衆院議員，さらに中村・元市長の支援を受け，派閥解消

を唱えて，後援会や支持団体の強力な組織力をバックに戦ったが及ばな

かった（３）。

敷衍すれば，市長選は６月２１日に行われ，元県会議長の鳴海弘道が前県

議の高樋憲を大差で破り，初当選を果たした。今回の市長選は，引退した

清藤市政の「刷新」か「継承」かが焦点となった。だが，市民は刷新の方

を選択したのだ。市長選は，自民党と県民協会（旧新進党）との全面対決

となった７月１２日投票の参院選，それに続く県議補選，来春の知事選の「前

哨戦」だと位置づけられた。それだけに，今後の一連の選挙に対する影響

が注目された。

周知のように，鳴海候補は１９７８年の市長選にも立候補しており，その時

は，中村淳治・市長に１０４票の差で敗れている。しかし，今回は２０年ぶり
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に雪辱を果たし，第１２代，５人目の黒石市長に就任した。鳴海候補の勝利

は，県議五期，元県議議長の実績を有権者が評価し，「停滞している市政

の刷新」に期待を寄せた結果であろう。

選挙戦では，自民党の支援がこれまでの市長選では見られないほど強力

であった。実際，本県出身の国会議員が何度も足を運んだ他に，村岡官房

長官，白川自治大臣らが異例の応援に駆けつけた。それは，市長選に続く

参院選，知事選を意識したものに他ならない。こうして，組織の立ち上げ

で遅れた鳴海陣営は次第に盛り上がり，選挙戦の終盤の追い込みはすさま

じく，着々と支持を拡大していった。

鳴海候補は，「黒石市は箱物（建造物）を造り過ぎ，ばく大な借金を抱

えている，市政の流れを変えよう」と市政転換を訴え続けた。その上で，

「（清藤市政）１２年間にできなかった駐車場を設置し，駅前と幹線道路を結

ぶ道路整備を進める」，と中心商店街活性化へのビジョンを示した。

一方，高樋候補は，清藤市長の後継指名を受けて出馬声明し，若さ（４０

歳）と情熱をアピールしながら“足腰の強い農業確立や観光産業育成にも

取り組むほか，環境都市・黒石を目指す。子供や孫に派閥を残してはいけ

ない”と訴えた。与党系の政治団体「輝けふるさとを創る市民会合」など

支援組織がフル回転。木村守男・知事の他に県民協会の幹部，国会議員も

黒石市入りし，高樋候補への支持を訴えたが，一歩及ばなかった（４）。

黒石市長で初当選した鳴海広道・新市長は，当選の喜びと今後の課題に

ついて次のように語った。

「一人の力には限界があるが，みんなの力を合わせればできるという事が証明でき

た。この気持ちがある限り黒石市は大丈夫。だが大変なのはこれからだ。大島県連

会長を中心に指導を得て，あせらずに肩に力を入れずに頑張る。厳しい農業問題，

福祉の問題，そして観光と農業をどう市の活性化に結びつけるか。公平，創造，そ

して謙虚な気持ちを忘れずに市政に取り組みたい」（５）。
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『東奥日報』は「社説：派閥政治を乗り越える志」の中で，今回の市長

選を次のように総括した。

「黒石市長に元県議会議長の鳴海広道氏（５７）が初当選した。前県議の高樋憲

（４０）に大差をつけての勝利である。“市政刷新”の訴えが多くの市民の共感を呼ん

だのだろう。高樋氏の若さより，豊富な政治経験を持つ鳴海氏の手腕に望みを託し

たということでもある。選挙中に訴えた“公正，創造，謙虚”という自身の政治信

条を肝に銘じ，市政のかじ取りに全力を尽してほしい。借金財政からの脱却や福祉

の充実，商店街活性化，農業振興などの公約を実現し，市民の期待にこたえなけれ

ばならない」（６）。

ただ，その一方で，社説では，黒石市長選での派閥政治の弊害を「両陣

営とも派閥政治との決別を声高に訴えたのに反し，選挙戦は中傷合戦を絡

めた派閥選挙に終始した。なんとも皮肉なことだった」と戒めた（７）。

今回の市長選では，財政問題を最大の争点として，激しい文書合戦が展

開され，また，“怪文書”が大量にバラまかれるなど市を二分する戦いと

なった。市長選がまたもや“派閥選挙”に逆戻りしたことは，きわめて遺

憾であり，関係者たちの反省を望みたい（８）。

≪注≫

（１）「黒石市長選―鳴海氏が初当選」『津軽新報』１９９８年６月２３日。

（２）『東奥日報』１９９８年６月２２日。

（３）『陸奥新報』１９９８年６月２２日。

（４）『東奥日報』１９９８年６月２２日。

（５）「みんなの力で―鳴海氏」『津軽新報』１９９８年６月２３日。

（６）「社説：派閥政治を乗り越える志」『東奥日報』１９９８年６月２２日。

（７）同上。黒石市長選は派閥抗争の歴史を刻んできた。田澤吉郎，竹内黎一両元代

議士の保守二大勢力を軸に，台頭してきた木村守男知事・太郎代議士派を加えた

主導権争いの図式である（同上）

（８）「黒石市長選―鳴海氏が初当選」『津軽新報』１９９８年６月２３日。
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�２００２年の市長選挙

任期満了に伴う市長選挙は２００２年６月２３日に行われ，その結果は，現職

の鳴海弘道（６１歳）・市長が１万５，５３５票を獲得，元市長の中村淳治（６，４５３

票）に９，０８２票の大差をつけて再選された。鳴海市長は，従来からの自民

党系市議に，今回新しく加わった木村守男・知事派の県議，市議の支持を

得る一方，一期４年間の実績と国・県とのパイプを前面に掲げ，支持者の

拡大を図り勝利を手にした。現職と元職という保守同士の争いとなり，“ね

じれ現象”ということもあって，選挙戦は最後まで盛り上りを欠き，投票

率は７１．４４％に留まり，過去最低であった１９７０年の７３．２１％を２．７７ポイント

下回った（１）。

中村・元市長は，市議５人などの要請を受けて市民有志に推され，５月

上旬に出馬を声明した。現市政の事業手法を問題視し，市政の刷新を訴え

たものの，１９７４年から三期１２年間市長を務めた後に長い政治的ブランクが

あり，出馬声明の遅れなども響き，票を伸ばせず敗退を余儀なくされた（２）。

敷衍すれば，市長選は６月２３日に行われ，開票の結果，現職市長の鳴海

広道が元市長の中村淳治に約９千票の大差をつけて再選された。既に述べ

たように，鳴海市長は１９７８年の市長選で，当時市長だった中村候補に１０４

票の差で敗れており，２４年ぶりの直接対決で雪辱を遂げたことになる。

鳴海市長は３月，市議会の定例会で，財政再建をはじめとする市政の課

題に継続して取り組む姿勢を示し再出馬表明。ただ，この前後から，与党

市議の離脱や会派再編などで支持勢力が大きく変化，反・鳴海現職市議ら

が中村元市長の擁立を画策し，混戦模様となった。だが，鳴海市長は，市

議１８名（欠員２）のうち１０人の支持を得た上に，前回市長選で戦った高樋

憲・県議や国会議員らの支援を確保するなど，豊富な人脈を生かして市政

継続を訴え，市長の座を堅持した（３）。

これに対して，中村元市長は，市民有志で構成する「生まれ変わる黒石

をつくる市民の会」を母体にし，市町村合併に向けたビジョンづくり，景
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気浮揚策と結びついた街の活性化を打ち出し，市政刷新を強く訴えた。だ

が，出馬の意思表明の遅れもあり，巻き返しは叶わなかった（４）。

再選された鳴海市長は，当選の喜びと今後の課題について，次のように

語った。

「市民の審判を受け二期目の黒石市のかじ取りをさせていただくことになった。こ

れからも前途多難だが選挙で公約した財政再建を第一に，農業の振興，福祉の充実

をはかりながら商店街の活性化にも取り組んでいく。黒石には今までの争いをやめ

ようという新しい声がある。みんなで黒石を考えよう，つくろうという声を肌で感

じた。これも大事にしていきたい。一期目を静かに振り返り，何を反省すべきなの

か，何に果敢に取り組まなければならないのか冷静に判断していく」（５）。

『陸奥新報』は「解説：崩れた派閥選挙の構図説」の中で，今回の黒石

市長選について次のように報じた。

「黒石市民にとって２１世紀に入って最初の市長選，候補者を推す県議，市議が入り

乱れ，従来の市を二分する選挙形態，派閥選挙の構図が崩れた格好だ。鳴海陣営は，

従来の後援会に反鳴海だった県議，市議組織，さらに地元土建業界の組織，自民党

の組織が乗り，何十重ねの重箱状態で政権維持を図った。選挙戦の争点となった市

町村合併，鳴海氏は“南黒１４市町村で合併すれば良いのか，悪いのか，慎重に考え

なければいけない”と訴えた」（６）。

『東奥日報』も「解説」の中で，今回の市長選で勝利した鳴海市長に対

して，次のように注意を喚起した。

「混戦とみる向きが多かった黒石市長選だが，ふたを開けると現職鳴海広道氏の圧

勝で終わった。・・・結果的に幅広い支持を得て再選を果たした鳴海氏だが，前途

は厳しい。市議会は与党多数とはいえ，３月議会で当初予算案が否決されるなど，

議会対策はなお課題となりそうだ。・・・かってない低投票率となったことについ

ても，圧勝におごることなく，重く受け止める必要がある」（７）。
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確かに市長選は，鳴海市長の再選で終わったとはいえ，『東奥日報』の

解説が懸念するように，鳴海市政の前途には多くの課題が立ちふさがって

いる，といわねばならない。

≪注≫

（１）「黒石市長選―鳴海氏が再選」『津軽新報』２００２年６月２５日。

（２）『東奥年鑑（記録編）２００３年版』〔東奥日報社，２００２年〕，３７頁。

（３）『東奥日報』２００２年６月２４日。

（４）『陸奥新報』２００２年６月２４日。

（５）「財政再建を第一に（鳴海氏）」『津軽新報』２００２年６月２５日。

（６）「解説―崩れた派閥選挙の構図説」『陸奥新報』２００２年６月２４日。

（７）「黒石市長選 鳴海氏圧勝」『東奥日報』２００２年６月２４日。

�２００６年の市長選挙

任期満了に伴う市長選は，２００６年６月２５日に行われた。開票の結果は，

自民党と公明党推薦で，無所属の現職の鳴海広道（６５歳）・市長が１万１，９３２

票を獲得し，無所属新人の木村孝（６，１９７票）に５，７３５票の大差をつけて三

選された。鳴海市長は，国会議員，県議，および市議１６人の支持を得て，

二期８年の実績と，国・県とのパイプを強調しながら支持者の拡大を図り

勝利を手にした。財政再建と施策の在り方などで論戦が展開されたが，最

後まで盛り上りを欠き，投票率は，５８．１４％で前回を１３．３０％ダウンし，市

長選では最低を記録した（１）。

敷衍すれば，市長選は６月２５日に行われ，現職の鳴海広道・市長が，新

人の木村孝に大差をつけて三選された。今回の市長選では，告示近くまで

無投票当選のムードが漂い，選挙態勢を構築する動きは鈍かった。だが，

木村候補の突然の立候補表明で一騎打ちが決ってから，鳴海市長は市議，

県議時代からの幅広い人脈と組織力を駆使して選挙態勢を整え，序盤から

優位に立って選挙戦を進めた。

これに対して，木村候補の方は告示１２日前に急きょ出馬を表明，現市政
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との違いを際立たせるため「マニュフェスト（政策綱領）」を作成し，積

極財政への転換を訴えた。また，無党派層への浸透を目指したものの，２００３

年まで市議二期を務めた後，政治活動から遠ざかっていたこともあり，出

足の遅れが影響したほか，組織的運動が展開できず，徐々に主張は浸透し

たものの，最後まで差を詰めることができなかった。また，有権者が燃え

なかったのも敗因の一つであった（２）。

市長に三選された鳴海市長は，当選の喜びと今後の課題について，次の

ように語った。

「大変な責任を感じている。この４年間を頑張らないといけない気持ちでいっぱい

だ。百億円農業を目指した農業の振興や街の活性化，雇用の拡大を図りたい。赤字

財政の問題は県内市町村の大きな課題。集中改革プランの実施を通し，道は決して

楽ではないが，初心に返った気持ちでこの荒海を静めないといけない」（３）。

既述のように，今回の市長選では，危機的な財政問題が大きな争点と

なった。鳴海市長は，市議会３月の定例会において，「財政再建は私に課

せられた使命であり，絶対やり遂げなければならない責務。負の遺産を後

世に残してはならない」，と述べて出馬表明をしていた（４）。

『陸奥新報』は，「社説：黒石市に新たな求心力構築」の中で，市が抱え

る財政赤字について次のように苦言を呈した。

「今回争点となった同市の財政赤字は，特別会計，地方債務残高を加え

３５１億円と目を覆うような額である。ただ，その多くは前任者が進めたア

クリゾート構想や教育の森構想など大型投資のつけが回ってきたものであ

る」と指摘。その上で，「さらに赤字財政に拍車を掛けたのが，歳入の大

きな柱となっていた地方交付税である。“三位一体改革”により交付税は

大幅に削減された。公共事業を抑えて財政再建を図ってきた鳴海市政に
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とっては強い逆風となった」と，懸念。ただ，「鳴海氏にとっても木村氏

にとっても，赤字財政に関して直接の当事者ではない。二氏とも，市民の

理解を求めて実施する財政再建とその手法を問うのが今回の選挙戦の争点

だった。しかし木村氏の出遅れもあって，主張は市民に浸透しなかった感

がある」と，結んだ（５）。

『東奥日報』もまた，「社説：黒石市長鳴海氏―なんとかしても財政再建

を」の中で，鳴海市長に次のように進言した。

「鳴海氏には，積極市政に転換して停滞する市勢を元気にしたいという木村氏が得

た票を重く受け止め，経済を活気づける一段の工夫も求められる。黒石は“こみ

せ”に代表される歴史や文化，温泉郷などの観光資源，良質な米とリンゴの産地と

いう財産がある。鳴海氏が第３の農産物として奨励してきたトマト，アスパラガス

などの生産が伸びてきたという。財政難も影響して合併から取り残され，当面は自

立の道しか歩むしかない。このピンチをチャンスととらえ，地域や市民の力を最大

限引き出す。沈んだ空気を明るくする。そのための適切な政策を打ち出してほし

い」（６）。

６月２５日に実施された市長選において，自民党が推薦した鳴海現市長が

当選したことで，自民党県連では安堵感が広がった，という。何故な

ら，４月の弘前市長選では，公認並みの態勢で支援した推薦候補が落選し，

県内全市長の独占が崩れたので，自民党は危機感を持って黒石市長選に臨

み勝利したからだ（７）。

≪注≫

（１）「黒石市長選―鳴海氏三選を果たす」『津軽新報』２００６年６月２７日。

（２）同上。

（３）「黒石成長選―初心で財政再建臨む」『陸奥新報』２００６年６月２６日。

（４）「黒石市長に鳴海氏３選」同上。

（５）「社説：黒石市に新たな求心力構築」同上。

（６）「社説：黒石市長鳴海氏―なんとかしても財政再建を」『東奥日報』２００６年６月

２６日。
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（７）「黒石市長選―自民，底力示す」同上。

�２０１０年の市長選挙

任期満了に伴う市長選は，２０１０年６月１４日に告示。だが，現職の鳴海広

道（６９歳）・市長以外に立候補の届け出た人がいなく，無投票で４回目の

当選が決まった。市長選が無投票となったのは，清藤三津郎・元市長が三

選された１９９４年以来，１６年ぶり二度目の出来事だ。また，連続四期当選は

高樋竹次郎・元市長に続いて２人目である。

鳴海市長は既に，３月の市議会定例会で立候補を表明しており，「財政

健全化のさらなる加速へ」「農業生産額を１００億円へ」など８項目を公約に

掲げ，高樋憲・県議や市議８人の支援を受けて，万全な選挙態勢を着々と

固めていた（１）。

敷衍すれば，市長選は６月１３日に告示され，現職の鳴海広道・市長がた

だ一人のみ立候補，無投票で４度目の当選を果たした。鳴海市長は，黒石

市議を二期，県議五期を務め，県会議長や自民党県連幹事長などを歴任

し，１９９８年６月の黒石市長選で初当選した。鳴海市長は，スタートした１９９８

年から黒石市の財政再建に取り組み，給与や補助金のカット，家庭ゴミの

有料化，および市議会議員の定数削減など行財政改革を断行。徹底した改

革が奏功したのか，２００８年度の一般会計決算は１１年ぶりに黒字に転換，そ

れもまた有権者に評価された（２）。

無投票で四選を果たした鳴海市長は，次のような認識を示した。

「無投票はこの４年間，責任をもって頑張れーという市民の声と受け止めている。

１２年間の集大成，いっそう頑張らないと，という気持ちでいっぱい。なかなか成果

が上がらず，毎年カラ財源を組んでいた時期が一番苦しかった。要望に応えられず，

市民の幸せを考えると，いたたまれない気分になったこともある。これで良いのか，

何ができるのか，自問する毎日だった。（今後４年間は）改革の総仕上げだ」（３）。
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その上で，鳴海市長は「これからの４年間，集まった皆さんとともに，

市長として責任を果たす覚悟。愚直に邁進することをお約束する。この１２

年間，市民に大変な負担をかけたが，一般会計の黒字という成果ができた。

これで黒石の躍進に結びつけることが私の責任だ」，と四期目に向けての

抱負を明らかにした（４）。

市長としての姿勢については，鳴海市長は「常に自問自答，自戒の連続

だった」と表現し，また就任以来１２年間，財政健全化の成果を上げるため

決断を迫られ続けた。市の一つの象徴だった純金こけしも売却，市民の要

望に応えられず「居たたまれない思いをした時も随分あった」，と吐露し

た（５）。

鳴海市長は，財政再建の取り組みについて，二つの決断を挙げた。ひと

つは市民文化会館・黒石公民館の休館。いま一つは純金・銀こけしの売却。

「反対はあった。でも休館。売らなきゃなかった」。財政健全化法による，

“赤字団体”への転落回避が至上命令だった，と語った（６）。

上で述べたように，四選を果たした鳴海市長は，今後４年間を仕上げの

時期だと位置付けており，２００８年度以降一般会計の黒字で１０億円の基金を

積み，市再生の舞台がととのえ，改めて市長の采配が問われることにな

る（７）。

高樋竹次郎・元市長に続く四期連続当選については，鳴海市長は「いま

まで以上の強い責任と（今後）４年間ちゃんとやれということだろう」と

述べた（８）。

ただ，鳴海市長が無投票で四選されたことについては，市民の間でも違

和感がないわけでなく，政治家や政党関係者の検討を望みたい。

≪注≫

（１）「鳴海氏無投票で４選」『津軽新報』２０１０年６月１５日，「市長選挙」『東奥年鑑

２０１１年版』〔東奥日報社，２０１０年〕，１６頁。
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（２）「社説：ビジョンと財政の備え―２市長決まる」『陸奥新報』２０１０年６月１４日。

（３）「この人―鳴海広道さん」同上。

（４）「黒石市長は鳴海氏―１６年ぶり無投票で４選」『東奥日報』２０１０年６月１４日。

（５）「ひと人―黒石市長に４選された鳴海広道さん」『陸奥新報』２０１０年６月１４日。

（６）「いきいき放談―鳴海広道氏」『津軽新報』２０１０年６月１５日。

（７）「ひと人―黒石市長に４選された鳴海広道さん」『陸奥新報』２０１０年６月１４日。

（８）「愚直に取り組む」『津軽新報』２０１０年６月１５日。

�２０１４年の市長選挙

任期満了に伴う市長選は，２０１４年６月１５日に告示。無所属新人で前県会

議員の高樋憲（５６歳）ただ一人のみが立候補し，無投票で初当選した（１）。

新人の無投票は初めてのことで，市長選の無投票は２０１０年の前回に引き続

き，連続である。高樋は，１９９８年の市長選に出馬して鳴海・前市長に敗退

しており，２度目の挑戦で市政のトップに就任した。高樋は高樋竹次郎・

元市長の孫であり，その縁もあって，自民党国会議員や市議１６人中１５人の

支持を受け，盤石な態勢を築いていた（２）。

敷衍すれば，上で述べたように，市長選は無投票で新人の高樋憲に決

まった。骨折入院による鳴海前市長の引退声明を受けて，高樋候補は４月

に立候補を表明し，自民党国会議員や鳴海前市長の支持を受けるなど，準

備万端であった。

市長に無投票で当選した高樋新市長は，当選の喜びと今後の課題につい

て，「（無投票で）選挙がないのも民意。市民の評価だ」。「鳴海市長が歩ん

できた財政再建，行財政改革，公平公正な市政にさらに努力する」と語り，

鳴海市政を継承する姿勢を重ねて打ち出した（３）。

『東奥日報』は，「社説：市民の政治離れが心配だ―黒石市長選 無投

票」の中で，無投票当選を次のように批判した。

「今回の市長選は，鳴海広道市長が四選を果たした前回に続く無投票
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だった。通算１６回目となる市長選で，連続無投票は初めてのことだ。同市

の選挙は近年，市議選や県議選でも無投票が目立つ」と指摘。その上で，

「本来は選挙を通じて有権者の民意が反映されるべきだ。無投票が続くこ

とで，市民の政治離れにますます拍車が掛かる可能性がある。市民からは，

地域に活性化が少しずつ失われていくとの懸念も聞かれる」と，苦言を呈

した（４）。

『東奥日報』はまた，「解説：政治結集図り盤石態勢」の中において，高

樋候補が無投票当選で市長に就任した背景を次のように分析している。

「（高樋氏は）実績と知名度に加え，自身の後
�
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。結果的に対抗馬擁立の動きは最後ま

でなかった。高樋氏は鳴海市長が引退表明直後，市長選出馬の意思を示すとともに，

自ら辞職することに伴う県議選黒石区補選への恵一郎氏擁立に向けて根回しに入っ

た」（５）。（傍点は引用者）。

高樋新市長はかつて，鳴海広道と市長の座を競い敗れた経緯があった。

だが，前回（２０１０年）の市長選では，鳴海市長の選対本部長を務めるなど

関係修復を図っていた。その上で，今回の出馬に際しては，鳴海の長男を

後継県議に指名して当選に導いたのだ。

しかしである。このような一種の“政治的取引”については，市民をは

じめ自民党関係者の一部から「市長と県議のポストのたらい回し」だと批

判や懸念の声が上がっており，それは率直な意見である，といえる（６）。今

後，政治家として市民の不信感を招くような画策は，避けるべきであろう。

≪注≫

（１）『東奥日報』２０１４年６月１５日。

（２）「選挙―市長選挙，黒石市」『東奥年鑑 ２０１５年版』〔東奥日報社，２０１４年〕，１０

頁，高樋市長は，市長を四期務めた祖父について，次のように語った。「祖父は

常に自分の政策実現のために行動してきた。選挙は二の次にしていた。そこがす
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ごいと思う。私も（祖父の）信念を込めた政策を実現するために何をするべきか

念頭に置いた行動を見習いたい」（「いきいき放談―高樋憲氏」『津軽新報』２０１４

年６月１７日）。

（３）「高樋氏が初当選」同上。

（４）「社説：市民の政治離れが心配だ―黒石市長選 無投票」『東奥日報』２０１４年６

月１５日。

（５）「解説：政治結集図り盤石態勢」同上，２０１４年６月１６日。

（６）同上。

�２０１８年の市長選挙

任期満了による市長選は，２０１８年６月１７日に告示された。だが，無所属

で現職の高樋憲（６０歳）・市長以外の立候補の届けはなく，またもや無投

票で当選が決まった。高樋市長は，２０１４年の前回市長選に続いての無投票

当選であって，市長選では，前々回の２０１０年以降３回連続の無投票となっ

た（１）。

高樋憲市長は１９９８年，県議一期の途中で市長選に出馬し，前市長の鳴海

広道との一騎打ちで敗れた。しかし，それ以降県議に連続当選。２０１４年の

市長選に再出馬し，鳴海市長の支持を得て，無投票で当選した経緯があっ

た。

高樋市長は今回４月に出馬を表明し，「自立」，「元気」，および「安心」

を黒石の三本柱に，農業関係者の所得向上，雇用拡大，商店街活性化，お

よび市立図書館整備などの公約を掲げていた（２）。

再選された高樋市長は，次のように決意を語った。

「４年間やってきて地域のコミュニティー力の強さを改めて感じた。自立した黒石，

元気な黒石，安心な黒石を３本柱として，田園観光産業都市に向け，継続性を持っ

た上で私自身が目指している黒石をつくりたい」。また，無投票再選については，「私

なりに頑張ってきたことが市民に評価していただいたと思っている。無投票がゆえ

に責任の重さを実感している」（３）。
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市長選では無投票で，現職の高樋憲市長が再選された。しかし，３回連

続の無投票については，賛否が交錯した。市民の間からは，市街地の活性

化や子育て支援などについて期待の声が上がった一方，市長選が３回連続

で無投票となった点に，選択肢がない状況への不満や活性化のために選挙

戦が必要である，とする声も聞かれ，市政のかじ取り役を選挙で選べない

もどかしさを訴える市民がいた（４）。

市長の無投票当選は，市の将来的発展を考慮した場合，政策論争が行わ

れず，市民に選択肢が与えられない状況が続くので，決して好ましいこと

でない。その意味で，今回の市長選は，高樋市長にとって大きな課題を残

す結果となった（５）。

『東奥日報』は，「解説：“声なき声”どうくみ取る」の中で，今回の高

樋市長の再選について，その問題点を次のように指摘している。

「黒石市長選で高樋憲氏が前回に続き無投票当選となったのは，市民の賛否が割れ

る政策課題がなく，対抗勢力が結集する理由が見当たらなかった，というのが大き

な要因だ。五期務めた県議を辞して市長選に出馬した前回は，鳴海広道市長（当

時）の長男恵一郎氏を後継指名して強固な政治基盤を得た。一期目はさしたる失政

もなく，安定的な市政運営でその基盤を維持してきた。今回も市議１６人中１５人の支

持を得て，無投票再選は早くから既定路線だった」（６）。

次回の市長選はどのような展開になるのかが，注目される。少なくとも，

戦わずして無投票で市長が決まることがないことを希望する。

≪注≫

（１）「市長選挙―黒石市」『東奥年鑑 ２０１９年版』〔東奥日報社，２０１８年〕，１５頁。

（２）「黒石市長選―高樋氏が無投票再選」『陸奥新報』２０１８年６月１８日。

（３）「いきいき放談―高樋憲氏」『津軽新報』２０１８年６月１９日，「黒石市長に高樋氏

再選―無投票は３回連続」『東奥日報』２０１８年６月１８日。

（４）「続く無投票，賛否交錯―黒石市長選」『陸奥新報』２０１８年６月１８日。

（５）「解説―真価問われる活性化」同上。
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（６）「解説：“声なき声”どうくみ取る」『東奥日報』２０１８年６月１８日。

第３章 黒石市の歴代市長

�福士永一郎（在任期間：１９５４年７月２８日～１９５８年７月１６日）

福士永一郎は１８８８年，黒石町に生まれた。青森師範学校卒後，小学校教

諭を経て，１９２７年から１９４７年まで県会議員に当選，議長も務めた。その

後，１９４７年から１９５４年まで黒石町長，１９５４年には初代黒石市長に当選した。

だが，１９５８年の市長選で落選，一期のみの市長となった。自民党県連副会

長などに就任。１９７０年に死去，享年８２であった（１）

≪注≫

（１）『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，５９４頁。

＊市長選での得票

１９５４年の選挙 ７，８０９票

１９５８年の選挙 ７，６１８票（落選）

出典：『黒石市選挙管理委員会』

�高樋竹次郎（在任期間：１９５８年７月１７日～１９７４年６月１９日）

高樋竹次郎は１９０７年，黒石町に生まれた。尾上尋常小学校卒後，満州の

独立守備隊勤務。土建業高樋組を創業，県建設共同組合理事長，県建築士

会会長などに就任。津軽実業新報社長も務めた。政治家としては黒石町議

四期，県議二期を経て，１９５８年，黒石市長に当選，これを四期務めた。自

民党南黒支部長などに就任，東北自動車道の建設促進に尽力した。１９８３年

に死去，享年７６であった（１）。
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≪注≫

（１）『青森県人名典』〔東奥日報社，２００２年〕，３８４頁。

＊市長選の得票

１９５８年の選挙 ９，４４１票

１９６２年の選挙 １万０，２３７票

１９６６年の選挙 １万０，２０３票

１９７０年の選挙 １万０，７７５票

１９７４年の選挙 １万０，７９０票（落選）

出典：『黒石市選挙管理委員会』

�中村淳治（在任期間：１９７４年７月１８日～１９８６年７月１７日）

中村淳治は１９３０年，黒石町に生まれた。祖父は旧黒石町議，父は元県議

の政治家一家だ。旧制明治薬学専門学校卒後，県衛生部技師，黒石病院薬

局長を経て，市会議員に２回当選。１９７４年には市長に当選，これを三期１２

年務めた。市民文化会館，黒石公民館の建設，勤労青少年ホーム，および

中央スポーツ館などの整備に尽力。浅瀬石川が氾濫した１９７５年水害を含め

て３度の水害の早期復旧に全力投入。退任後，三代続く造り酒屋「中村亀

吉」社長として手腕発揮，全国清酒鑑評会で金賞を受賞した。２０１０年に死

去，享年８０であった（１）。

≪注≫

（１）「団結の力で勝利を―中村新市長の話」『東奥日報』１９７４年６月２０日。

＊市長選での得票

・１９７４年の選挙 １万３，０３７票

・１９７８年の選挙 １万２，９５１票
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・１９８２年の選挙 １万３，３６３票

・１９８６年の選挙 １万２，５９９票（落選）

・１９９０年の選挙 １万２，２０６票（落選）

・２００２年の選挙 ６，４５３票（落選）

出典：『黒石市選挙管理委員会』

�清藤三津郎（在任期間：１９８６年７月１８日～１９９９年７月１９日）

清藤三津郎は１９１５年７月，黒石町に生まれた。日大第二中学を経て，東

京歯科医学専門学校（現・東京医科歯科大学）卒。１９４２年，自宅で歯科医

院を開業，１９４８年，南津軽郡歯科医師会長，１９６９年，青森県歯科医師副会

長，１９８５年，日本歯科医師会常務理事を務めた。政治歴は１９５１年，黒石町

議，黒石市議，１９５５年市議会議長を経て，１９８６年黒石市長に当選，三期務

めた。歯科医師一家として有名で，県議の清藤六郎は実弟。政治信条は「私

心を捨てる」，趣味は囲碁と釣り。２００１年に死去，享年８６であった（１）。

≪注≫

（１）「きょうの顔」『陸奥新報』１９９０年６月１８日，『青森県人名事典』〔東奥日報社，

２００２年〕，３５９頁。

＊市長選での得票

・１９８２年の選挙 １万２，９５６票（落選）

・１９８６年の選挙 １万３，９６１票

・１９９０年の選挙 １万４，３２９票

・１９９４年の選挙 （無投票当選）

出典：『黒石市選挙管理委員会』
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�鳴海広道（在任期間：１９９９年７月１８日～２０１４年７月１７日）

鳴海広道は１９４１年３月１０日，黒石町に生まれた。先祖は地主。柏木農業

高校卒，日本大学法学部を中退。１９６７年，黒石市議に当選，二期務めた。

１９７５年，県議に転じて当選，通算六期務め，この間，１９９１年，議長に就任。

県議会議長に就任した時の挨拶で，「県政の課題として，東北新幹線の早

期着工と農政の新しい展開」を挙げた。１９９８年，黒石市長選に出馬して当

選，四期務めた。自民党県連政調会長などを歴任。１９８５年，全国議長会よ

り自治功労者として表彰。青森県躰道協会会長，浅瀬石川土地改良区理事

長などに就任。好きな言葉は「温故知新」。趣味はゴルフ，躰道（五段），

読書。アルコールは苦手の左党。モットーは「公平，創造，謙虚」（１）。

≪注≫

（１）「黒石市長に当選した鳴海広道」『陸奥新報』１９９８年６月２２日，「いきいき放

談―無投票で黒石市長に４選を果たした鳴海広道氏」『津軽新報』２０１０年６月１５

日，『青森県人名事典』〔東奥日報社，２００２年〕，９９１頁。

＊市長選での得票

・１９７８年の選挙 １万２，８４７票（落選）

・１９９８年の選挙 １万５，３２８票

・２００２年の選挙 １万５，５３５票

・２００６年の選挙 １万５，５３５票

・２０１０年の選挙 （無投票当選）

出典：『黒石市選挙管理委員会』

�高樋憲（在任期間：２０１４年７月１８日～）

高樋憲は１９５８年５月３日，黒石市に生まれた。日本大学生産工学部土木

工学科卒。１９９５年，県議に出馬して当選。１９９８年，黒石市長選挙に出馬し
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たが，鳴海広道に敗退。１９９９年，県議に返り咲き，通算五期務めた。この

間，２０１１年，議長に就任。自民党県連副会長，自民党黒石支部長などを歴

任。２０１４年，黒石市長選に再出馬し，無投票で初当選。２０１８年も無投票で

再選。名市長の誉れが高かった祖父・高樋竹次郎の名前が浸透している「政

治家一家」だ。高樋は「自分はばか正直。損得ではなく善意でものを考え

たい」と信念を語る。自民党内でも有数の論客で，スキーとオートバイが

趣味。座右の銘は「日々努力」「努力に勝るものはない」（１）。

≪注≫

（１）「この人」『東奥日報』２０１４年６月１６日，「ひと人」『陸奥新報』２０１４年６月１６日，

「いきいき放談―黒石市長選で初当選」『津軽新報』２０１４年６月１７日。

＊市長選での得票

・１９９８年の選挙 １万０，９７１票（落選）

・２０１４年の選挙 （無投票当選）

・２０１８年の選挙 （無投票当選）

出典：『黒石市選挙管理委員会』

第４章 政権交代の類型（パターン）

黒石市は１９５４年７月１日，市町村合併で発足して以降，６人の市長を輩

出してきた。この間に，５回にわたり政権交代が生じている。

その類型は，�の政治的失態ないし不正によるものが３事例，�の経済

的環境の崩壊ないし変動によるものがゼロ，�の病気ないし死亡によるも

のがゼロ，そして�の引退ないし権力移譲によるものが２事例であった。

１９５４年７月２８日に行われた黒石市長選で初代市長に当選した元町長の福

士永一郎は一期市長を務めただけで，１９５８年７月１日の市長選では，自民

党新人で前県会議員の高樋竹次郎に敗退を喫した。福士市長の敗因は�の
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類型，つまり政治的失態ないし不正によるものと思われる。市長に就任し

た高樋はその後，市長職を四期１６年という長期間務め，市政に君臨した。

しかし，１９７４年６月１９日の市長選では，無所属新人で革新系の中村淳治に

敗れた。今回の政権交代は，�の政治的失態ないし不正によるものであっ

た。高樋市長にとって，高齢（７１歳）と多選（四選）批判も大きく響いた。

中村市長も三期１２年間にわたり，市長職を務めた。だが，１９８６年７月の

市長選において，清藤三津郎に敗れた。長期政権に対する市民の“飽き”

があった。今回の場合は，背景として�の政治的失態ないし不正によるも

のであるが，加えて，�の経済的環境の崩壊ないし変動という要因も無視

できない。

清藤市長も前任者と同じく，三期１２年間にわたり市長職をこなした。だ

が，１９９８年６月２１日の市長選には高齢（８２歳）ということあって出馬せず，

自民党推薦の元県会議長の鳴海広道に市長の座を譲った。今回の市長交代

は，明らかに�の引退ないし権力移譲に相当する。

その鳴海市長は，四期１６年の長期間，市長の座を堅持した。ただ，２０１４

年６月１５日の市長選では，怪我を理由に引退を表明し，自民党が推薦した

元県議の高樋憲に道を譲った。今回の事例は，�の引退ないし権力移譲に

よるものである。その後，市長選では対立候補が現われず，高樋が無投票

で市長の座に堅持している。

第５章 黒石市政治の特色

戦後黒石市の政治は，初代市長の福士永一郎が一期で終わった以外は，

全て長期政権であった。また，次のような特色が見られた。

第１に，黒石町長で初代市長の福士永一郎と元県議で２代目市長の高樋

竹次郎との両派による，「派閥政治」が展開され，市民を巻き込んで激し

い選挙戦が繰り広げられてきた。

第２に，その後第２区選出の衆院議員である，田澤吉郎派と竹内黎一派
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高樋憲・黒石市長

『黒石市長高樋憲の画像』bing.com/images

に代表される「派閥政治」が継続し，後に木村守男派がこれに加わり激し

い戦いが演じられた。

第３に，保守陣営は激しい派閥紛争を一本化させた後，一種の妥協が成

立し，連立を組み「無投票」による当選が常態化。県議選，市長選などで

選択肢のない無投票当選で市民が１票の権利を行使できなくなった。

黒石市政界では，革新勢力が一時保守と手を組んで「保革連合」を実現

したこともあった。だが，総じて革新勢力は弱体であって，保守勢力が終

始君臨してきた。また，政治的対立の激しさを反映して，投票率も高く，

初期には長らく９０％台を維持した点が特筆される。
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